
「神の御前では隠された被造物はない」      2018 年 12 月 18 日 

ヘブライ人への手紙 4 章 8 節～13 節 もしヨシュアが彼らに安息を与えたとするのな 

ら、神は後になって他の日について語られることはなかったでしょう。それで、安息日の

休みが神の民に残されているのです。なぜなら、神の安息にあずかった者は、神が御業を

終えて休まれたように、自分の業を終えて休んだからです。だから、わたしたちはこの安

息にあずかるように努力しようではありませんか。さもないと、同じ不従順の例に倣って

堕落する者が出るかもしれません。というのは、神の言葉は生きており、力を発揮し、ど

んな両刃の剣よりも鋭く、精神と霊、関節と骨髄とを切り離すほどに刺し通して、心の思

いや考えを見分けることができるからです。更に、神の御前では隠れた被造物は一つもな

く、すべてのものが神の目には裸であり、さらけ出されているのです。この神に対して、

わたしたちは自分のことを申し述べねばなりません。 

 

モーセは出エジプト後、荒れ野を 40 年間、イスラエルの民の不満と怒りの声を聞きな 

がら導いて来た。その忍耐は想像を絶する。そして、いよいよ、カナンに入る時が来た。

神はカナンを一望できるピスガの山頂にモーセを立たせ、「これがあなたの子孫に与える

とわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓った土地である。わたしはあなたがそれを自

分の目で見るようにした。あなたはしかし、そこに渡って行くことはできない」と言われ

る。こんな残酷な話があるだろうか。これだけ苦労をして、民を導き、カナンが見えると

ころまで来て、入れないと言う。なぜ入れないのか。カデシュで、水に渇いた時、神は「水

を出しなさい」と命じたのに、レフィディムの時と同じように杖で岩を打った。神の言葉

に逆らったモーセの罪がカナンに入れなかったのか。又は、モーセは民の不信仰と不従順

の罪を負って、カナンに入れなかったのか。しかし、もしモーセがこのままカナンに入っ

たならば、民から神のように崇められる。約束の地カナンに導き入れたのは神であること

を示すために、モーセをカナンに入れなかったのではないかと、私は思っている。出エジ

プトとカナン侵入は人の業ではなく、神の業であったというのが、聖書の信仰である。モ

ーセの後継者ヨシュアがカナンに民を導き入れた。 

「著者」は、「もしヨシュアが彼らに安息を与えたとするのなら、神は後になって他の 

日について語られることはなかったでしょう」と言う。これは、ヨシュアによるカナン侵

入はイスラエルにとって究極的な安息ではなく、あくまで、その前兆に過ぎなかったこと

を意味している。ヨシュアは、モーセを後継しただけである。 

主イエスは、私たちの先駆者として、天のカナン、全き安息の救いを与えようとして進

まれた。主イエスによって、「安息日の休みが神の民に残されているのです。なぜなら、

神の安息にあずかった者は、神が御業を終えて休まれたように、自分の業を終えて休んだ

からです。」キリスト者は、神の民に残された安息日の休み、即ち、神が御業を終えて休

まれた全き安息に与ることができる。「だから、わたしたちはこの安息にあずかるように

努力しようではありませんか。さもないと、同じ不従順の例に倣って堕落する者が出るか

もしれません。」神の言葉は生きており、どんな両刃の剣よりも鋭く、精神と霊、関節と

骨髄とを切り離すほどに刺し通して、心の思いや考えを見分けることができる。「神の御

前では隠れた被造物は一つもなく、すべてのものが神の目には裸であり、さらけ出されて

いるのです。」この神に対して、私たちは自分のことを申し述べなければならない。主イ

エスが切り開いた安息に入るために、神に申し開きができるようにと諭している。 


